
『。

-

-広
報

‘ 
潟

開

c 

「

。

弱

見
晴
ら
し
の
丘
広
場

-上田市役所(飽⑫41'00)
(困@4100)

掴市政提言電話(国@2539)

爾市政提言FAX(翻@511D

・市長への電子メール
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・インターネット上田市のホームページ
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桜と360度展望の名所にんば
上信越自動車道ど上田菅平インターチェンジに接した尾根の一角に位置する玄蕃

エ公園。平成 3年度から行われていた公園整備も、昨年までにほぼ終了しましたO

広さ4.7hαの公圏内には、遊戯広場、マレットゴルフ場などが整備され、子どもか

ら大人まて、、安心して楽しめる場所となっています。

小鳥のさえずリを聴きながら、けやきや梅の自然林の中の遊歩道を抜けると、目

の前に広がるのは「見晴らしの丘広場』。公園の中心的な施設であるここの展望台

からは、 360度の展望が利き、遠くの琴科山や菅平の山やま、眼下の上信越自動車

道を往来する車の姿、市内も一望することができます。

4月、神科小学校の 2年生が授業の一環として玄蕃山公園を訪れましたO 子ども

たちは、晴れ晴れどした青空のもと、見晴らしの丘広場から学校や自分の家の方を

眺めたリ、草花を摘んだリど、楽しそうに野タ卜学習に取リ組んで¥，¥ました。

3年前からは、玄蕃山公園を新たな桜の名所にしようと、地元長島自治会ど上田

ライオンズクラブの皆さんによる植樹も行われています O 現在その数 1，200本。

この桜は開花がほかよリ退いため、少し遅いお花見も楽しめます。

暖かな日ざしの中、皆さんも、上田市の新しい玄関口にふさわしい、

な公園に、家族みんなで出かけてみてはいかがですか?

『

、‘'

この緑豊か

o 

)> 

置データ(4月 1日現在)

人口 122，155人(-401) 
男 59，948人(-212) 
女 62，207人(-189) 

世帯 43，780 (-191) 
外国人登録者数 2，822人(十60)

男 1，510人(+10) 
女1，312人(+50) 



• 
今
か
ら
お
よ
そ
|
|
O
年
ほ
ど
前
に
信
越
線

上
田
駅
が
開
業
す
る
と
、
そ
の
ま
わ
リ
に
新
し

い
家
並
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
そ

し
て
松
本
・
上
回
線
(
現
国
道
1
4
3
号
)
も

改
修
さ
れ
上
田
橋
が
完
成
す
る
と
、
千
曲
川
を

渡
っ
て
上
田
駅
へ
む
か
う
道
路
の
両
側
に
も
商

庖
や
民
家
、
が
並
ぶ
よ
う
に
な
リ
、
し
だ
い
に
町

並
み
が
と
と
の
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て

今
の
南
天
神
町
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

上
回
出
身
の
作
家
久
米
正
雄

(
|
8
9
l
j

l
q
5
2
〉
は
上
田
橋
の
た
も
ど
か
ら
見
た
早

春
の
上
田
の
町
を
書
い
て
い
ま
す
。

「
と
も
す
る
と
浅
間
の
煙
、
が
曲
っ
て
な
び
き
、

光
っ
た
風
が
地
平
を
払
っ
て
、
こ
の
小
さ
い
街
々

に
、
あ
る
か
な
い
春
の
塵
を
あ
げ
た
」

大
正

5
年
に
発
表
さ
れ
た
「
父
の
死
」
と
い

う
こ
の
小
説
は
)
正
雄
の
父
・
由
太
郎
を
モ
デ

ル
に
し
た
作
品
で
す
。
こ
の
小
説
が
発
表
さ
れ

た
こ
ろ
の
南
天
神
町
に
は
、
酒
底
、
呉
服
居
、

[2J 77.5.1 

司
固
定
資
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税
b

一

t
一

地
価
が
下
落
し
て
い
る
の
に
、
固

一

(
一定
資
産
税
の
税
額
が
上
が
る
の
は
ど

う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

一
、

一

地
域
に
よ
っ
て
評
価
額
に
対
す
る

「
川
」
税
負
担
に
格
差
が
あ
る
(
例
え
ば

1

0
0
万
円
の
評
価
額
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、

課
税
標
準
額
が
叩
万
円
の
も
の
と

ω万
円
の

も
の
が
あ
る
)
こ
と
は
、
税
負
担
の
公
平
の

観
点
か
ら
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

平
成

9
年
度
の
税
制
改
正
の
際
、
こ
の
格
差

を
解
消
し
て
い
く
た
め
の
し
く
み
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
(
課
税
標
準
額
に
税
率
を
か
け
た

も
の
が
税
額
と
な
り
ま
す
)
。

こ
の
し
く
み
は
、
負
担
水
準
(
評
価
額
に

対
す
る
前
年
度
課
税
標
準
額
の
割
合
)
が
高

い
土
地
は
課
税
標
準
額
を
引
き
下
げ
た
り
、

据
え
置
く
一
方
、
負
担
水
準
が
低
い
土
地
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
水
準
に
達
す
る
ま
で
毎

年
な
だ
ら
か
に
課
税
標
準
額
を
引
き
上
げ
て

い
く
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
し
く
み
に
よ
っ
て
、
評
価
替
え
(
土

地
の
-
評
価
額
の
見
直
し
)
で
評
価
額
が
下
が
っ

た
土
地
で
も
、
負
担
水
準
が
高
い
土
地
は
税

額
は
上
昇
し
ま
せ
ん
が
、
負
担
水
準
が
低
い

土
地
は
、
な
だ
ら
か
に
税
額
が
上
昇
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
税
負
担
の
公
平
を
め

ざ
し
て
い
る
た
め
、
地
価
の
下
落
が
そ
の
ま

ま
税
額
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

0

・
問
い
合
わ
せ
税
務
課
(
固
⑫
8
2
4
0
)



-案内図(一部)
'‘応'-:l': • JI¥ rrr眠、制lfi.~';í
い9イ% 減量』乞/
・上回クリーンセンター改造工事

上田クリーンセンターでは¥夕、イオキシン排出抑制のため排力dス

高度処理施設の整備を行います。

工事は 6月ごろに着工し、3月末までに完成となります。期間中

は焼却能力が低下するため、ダンボール、新聞紙など資源となる紙

類は焼却せず極力自治会資源回収に出してくださ l¥。また¥生ごみ

などもたい肥化機器などをご利用いただくなどして、よリいっそう

のごみの減量にご協力をお願l¥します。

マ生ごみたい肥化機器購入費補助

• 9，000円までのもの 購入費の 2分の 1。限度額3，000円0

・9，000円を超えるもの 購入費の3分の 10 限度額10，000円。

手続きは¥印鑑、領収書を持って上田クリーンセンターまたは市

役所・各支所へ
飲
食
庖
、
旅
館
、
薬
庖
、
下
駄
庖
、
青
果
庖
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
庖
が
あ
リ
、
交
通
の
要
所
の

町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
ロ
年

2
月
に
は
、
上
田
市
が
誘
致
し
た

か
ね
ぼ
う

鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
(
鐘
紡
)
上
田
工
場
が
操

業
を
始
め
ま
し
た
。
敷
地
面
積

8
万

q
o
o
o

坪
の
大
工
場
が
南
天
神
町
に
出
現
し
た
の
で
す
。

従
業
員
約

|
0
0
0
人
の
こ
の
工
場
、
て
は
人
絹
、

ス
テ
ー
ブ
ル
紡
績
な
ど
を
主
と
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
太
平
洋
戦
争
中
の
は
年
秋
に
、
鐘

紡
は
生
産
中
止
と
な
リ
ま
し
た
。
そ
こ
で
三
菱

重
工
業
が
工
場
を
借
リ
て
機
械
設
備
を
し
た
の

で
す
が
、
終
戦
で
そ
れ
ら
の
機
械
は
す
べ
て
賠

償
に
指
定
さ
れ
、

行
き
ま
し
た
。

そ
の
工
場
跡
へ
進
駐
し
て
来
た
の
が
、
ビ
ー

ム
少
佐
指
揮
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
約

4
0
0
名
で

し
た
。
昭
和

m年
日
月
の
こ
ど
で
す
。
進
駐
軍

は
翌
年
の

3
月
ま
で
占
領
政
策
に
も
と
づ
く
行

政
や
、
軍
事
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
終
戦

直
後
の
南
天
神
町
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
駐
留
す
る

町
と
な
っ
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
軍
が
引
き
上
げ
た
旧
鐘
紡
跡
に
は

専
売
公
社
上
田
工
場
が
、
設
立
さ
れ
、

μ
年
l

月

か
ら
操
業
を
始
め
ま
し
た
。
今
の
日
本
た
ば
こ

産
業
上
田
工
場
の
前
身
で
す
。
(
平
野
勝
重
)

.焼却手数料の変更

7月 1日から上回、丸子¥東部クリーンセンターへの持ち込みの

焼却手数料が統一され、下表のとおりとなります。

家庭からのごみ |事業活動により排出されたごみ

基本手数料 | 超過手数料 | 基本手数料 | 超過手数料

20kgまで100円 110kgにつき50円120kgまで200円 110kgにつき100円

菱
は
上
田
か
ら
撤
退
し
て

.9月から PETボトルの資源回収を開始

9月から古紙・古布、びん、缶と併せて PETボトルの資源回収

が始まります。

マ対象 ジュースやお酒、しょうゆ等が入っていた PETボトル

(食用油やソースの入っていたものや洗剤、シャンプ一等の容器は

出すことができません〉 マ出し方 びん・缶同様に中を洗い、キャッ

プとラベルを取り除いてつぶしてくださ l¥o

詳しくは¥後日発行する「こう変わるごみの出し方ノてー卜 3Jを

ご覧くださ l¥。また、随時広報等でもお知らせしていきます。

圃問い合わせ環境業務課(固⑫0666)

子
メ
ー
タ
ー
の
使
用
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
/

子
メ
ー
タ
ー
と
は
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
人
が
入
居
者
の
電
気
等
の
使
用
量

を
把
握
す
る
た
め
に
取
り
付
け
て
い
る
電
力

量
計
、
水
道
メ
ー
タ
ー
等
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
計
量
器
は
使
用
す
る
う
ち
に
誤

差
が
生
じ
る
の
で
、
計
量
法
に
よ
っ
て
使
用

期
限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
約

1
6
7件
が
子
メ
ー
タ
ー
の
形
態
を
と
っ
て

い
ま
す
(
平
成

9
年

3
月
i
平
成
日
年

1
月

の
調
査
に
よ
る
)
。

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
下
宿
、
貸
し

ビ
ル
等
に
子
メ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
て
い
る

管
理
人
さ
ん
は
商
工
課
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
、

都
道
府
県
検
定
所
等
の
計
量
検
査
を
受
け
る

か
検
定
済
み
の
新
品
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

ーー
一
効

市
内
理

…
市

立
，
ま

一
月

加

知

一
年

土

民

ま
A

山

一
山

限

年

年

区

一
一例

骨

H
H
n
u
n
U

と工

-
H
M

剖
M

'

4

1

咽

l

n

口

一

トい

用

一
た

使

一

一

一
法

の

タ

タ

一
一明

一

計

一

一
一

司

一
タ

量

メ

メ

一
山

一

力

ス

道

一
一
す

一

メ

電

ガ

水

…

U
暗

ー

ー

J

;

た
て

一

n一
ま

し

!

」

一

日

一

印

示

と

一

間

一

臨

時

二
L
検

「

棋
院

、
ン
一
/
¥

※
期

親メe.了。
管理人

電力量計

-
問
い
合
わ
せ

商
工
課
(
固
③

5
3
9
5
)

11.5.1 [3J 



• -・・・・・・

z 

。
司

調

@@@ 
子どもへの虐待が増えています。親の虐待によって尊い命が奪われる痛ましい事件も

起きています。次のようなことに気づいたら虐待が疑われます。福祉課か児童相談所に

ご連絡、ご相談くださ ~ìO

①たたく音や叫び声が聞こえる O ②不自然な傷が多L、。③衣服や体がし 1つも極端に汚

れている O ④小さな子どもを置いてしょっちゅう外出している 等です。連絡をいただ

きますと調査をし、必要な場合は、親に対する指導、子どもの保護を行います(連絡を

いただいたかたの秘密は守ります)。

長野中央児童相談所(固026-228-0441)
[連絡先]福祉課母子児童係(圃⑫51 30) 

地区の民生児童委員・主任児童委員

局ご乏ますか 7子とるか6の

室

)> 

聞 4

。
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催し第
初
回
鹿
島
美
術
発
祥
鈎
周
年

記
念
作
品
農

山
本
鼎
記
念
館
(
固
⑧
2
6
9
3
)

市
制
施
行
制
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

5
月
幻
日
働
(
)
同
初
日

出
午
前
8
時
印
分
i
午
後
4
時
加
分

マ
と
こ
ろ
山
本
鼎
記
念
館
マ
入

場

料

無

料

マ

出

品

者

長

野

県

農
民
美
術
連
合
会
会
員

同 市役所代表電話

回22-4100
開25-4100

。
)> モ

デ
ル
ほ
か
マ
コ

l
ス

上

田

城

跡
公
園
一
帯
マ
そ
の
他
詳
細
を

記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
来
年
2
月
ま
で
「
信
州
上
田

観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

事
故
や
災
害
に
備
え

日
赤
救
急
法
購
習
会

福
祉
課
(
固
⑧
5
1
3
0
)

わ
た
し
た
ち
は
い
つ
事
故
や
災
害

等
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
、
適
切
な
手
当
て
を
す
る
こ

と
で
尊
い
命
が
守
ら
れ
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
正
し
い
救
急
法
の
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
緊
急
時
に

必
要
な
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
、
救

急
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

5
月
初
日
出
・
初
日
間
・

6
月

5
日
出
・

6
日
目
の

4
日
間

(
午
前
9
時

i
午
後

4
時

)

マ

と

こ
ろ
上
田
市
福
祉
会
館
(
市
役
所

斜
め
向
か
い
)
マ
定
員
先
着
初

名
マ
受
講
資
格
満
日
歳
以
上
の

か

た

マ

参

加

料

1
2
0
0
円

(
初
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
)
マ
講

習
内
容
救
急
法
概
論
・
心
肺
そ
生

法
・
止
血
法
・
包
帯
法
・
骨
折
等
の

手
当
て
・
運
搬
法
な
ど
マ
服
装
・

持
ち
物
実
技
の
で
き
る
服
装
、
筆

記
用
具
、
昼
食
マ
そ
の
他
全
日

程
を
修
了
し
た
か
た
に
は
「
受
講
証
」

を
、
ま
た
、
最
終
日
に
検
定
を
行
い
、

合
格
し
た
か
た
に
は
「
救
急
法
救
急

員
認
定
証
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

マ
申
し
込
み
電
話
で

5
月
幻
日
働

ま
で
に
福
祉
課
ヘ
マ
主
催
日
本

赤
十
字
社
長
野
県
支
部

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

平
成
刊
年
度
養
成
講
座
(
第
1
図
)

長
野
県
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会
事
務
局

(固
0
2
6
8
1
7
4
1
2
7
3
5
)

マ
と
き

5
月
初
日
間
マ
と
こ

ろ
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

(
塩
尻
市
)
マ
参
加
費

2
0
0

0
円
マ
申
し
込
み
事
務
局
へ
直

接
電
話
で

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
の

セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加
を

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
(
岡
⑧
1
0
0
0
)

.
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
&
写
真
加
工
入

目
『
』

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
っ
て
?
・
ど
ん

な
楽
し
み
方
が
あ
る
の
?
に
お
答
え

し
ま
す
。

マ
と
き

5
月
幻
日
出
午
後

1
時

初
分
i
午
後

4
時
初
分
マ
対
象
者

初
級
者
マ
入
場
料

2
0
0
0

円

マ

定

員

同

名

院
晶
一
不
用
口
同
に
な
っ
た
も
の
、
ほ
一

司
副
司
司
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一

R
U
'魁
一
生
活
環
境
課
(
内
線

1
3
9
一

因
圏
一
は
沿
信
石
川

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
登
録
期
間
は

6
か
月
で

す
。

マ
ス

チ
ー
ル
い
す

マ
座
布
団

5
枚

マ
子
ど
も
用
サ
ン
ダ
ル

4
足
(
女
子

日

明

)

マ

電

気

オ

ー

ブ

ン

マ

電

気

ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
マ
都
市
ガ
ス
用
ふ
ろ

が

ま

マ

サ

ウ

ナ

ぶ

ろ

(

電

気

)

マ

ポ

ー

タ

ブ

ル

ト

イ

レ

マ

貯

穀

缶

マ

カ

ウ

ン

タ

ー

テ

ー

ブ

ル

マ

お

ま

る

(
新
品
)
マ
三
中
運
動
着
(
サ
イ
ズ

M
)

マ
北
小
運
動
着
(
女
子
)

マ
卓
球
台
マ
室
内
用
す
べ
り
台

マ
一
輪
車
マ
ベ
ビ

l
ベ

ッ

ド

マ

双

子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
二
段
ベ
ッ
ド

マ

子

ど

も

服

マ

自

転

車

マ

洋

服

だ

ん

す

マ

ロ

ー

ラ

ー

ス

ケ

ー

ト

マ

寝

袋

マ

東

小

の

運

動

着

(
1
4
o
m
'1

1
6
0
0

マ

毛

糸

マ

編

み

物

が

ん

具

マ

犬

小

屋

マ

世

界

地

図

マ

生
ご
み
処
理
機

-
地
域
映
像
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

映
像
上
映
会

マ
と
き

5
月
1
日
出

i
同
5
日

ω午
前
日
時
・
午
後

2
時
の

2
回

マ
内
容
長
野
県
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
映
画
・
記
録
映
画
を
上
映
マ
入

場

料

無

料

マ

定

員

2
0
0名

[4J 

3月16日号 7ページに掲載しました 「就職・退職のかた国保の届出を」の中で、 「健康保険加入者などが退職した場合」
の手続きに必要なものに年金証書がもれていました。たいへんご迷惑をおかけしました。訂正しおわびします。
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開響整理購



標準地なのら所び在に地住居お表よ示び地番 り標の準価地格1(7円7f/あ7たrt) 対昇前率年(%上) 標の準用地途

緑が丘 3-21-2 105，000 ム1.9 住宅地

大手 1-3 -1 1 175，000 ム5.4 住宅地

大字御所字下辻 21 1番6 83，500 ム0.5 住宅地

緑が丘 1-6-1 109，000 ム1. 8 住宅地

常磐城 3丁目 17 3 1番 10 97，900 ム1. 9 住宅地

大字秋和字石ノ町 575番 7 81，100 ム1.1 住宅地

常入 1-7-83 93，800 ム0.7 住宅地

大字上田原字谷口 827番6 73，800 ム0.3 住宅地

中央 1-3-7 535，000 ム14. 3 商業地

中央 6-1-29 330，000 ム7.6 商業地

中央西 1-15-30 230，000 ム7.6 商業地

大字上田字馬飼免 1823番 1外 160，000 。商業地

常国 2-7-8 219，000 ム5.2 商業地

.平成11年地価公示結果

平成11年地価公示発表
-・・・・-

-Ei幽盛蓮昌司園田隆~盟・・
このほど国土庁から平成11年の地価公示が発表されまし

た。地価公示は、都市計画区域内の各地域で標準的な使わ

れ方をしている土地を選んで、その適正価格を公表し、県

が行う地価調査(10月ごろ公表〉とあわせて土地を売買する

際の目安にしていただくものです。

市役所4階(用地調整〉¥各支所¥市立図書館で閲覧が

できます。お気軽にお申し出くださ ¥'¥0

市
第
一
嶋
一
回
E
M
-
-

悶
市
一
総
合
美
術
展

ム
に
お
い
で
く
だ
さ
い

腕

中

央

公

民

館

(

困

⑫

0
7
6
0
)

日

マ

と

き

5
月
初
日
附

i
同
幻
日

悶
日
午
前

9
時
(
)
午
後

5
時
(
お
日
は

削
午
後

4
時

)

マ

と

こ

ろ

中

央

公

坪

民

館

マ

入

場

料

無

料

マ

表

彰

略
式

5
月
お
日
目
午
後

2
時

i

平
成
刊
年
度
家
庭
介
援
教
室

(第

1
図
〉
が
開
催
さ
れ
ま
す

国
立
長
野
病
院
(
固
⑫
1
8
9
0
)

マ
内
容
食
事
の
お
世
話
(
片
ま

ひ
の
あ
る
患
者
)
マ
と
き

5
月

初
日
術
マ
と
こ
ろ
国
立
長
野
病

院
地
域
医
療
研
修
棟

2
階

マ

対

象

者
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
か
た
・

今
後
に
役
立
て
た
い
等
、
関
心
の
あ

る
か
た
マ
申
し
込
み
国
立
長
野

病
院
へ
。
随
時
受
け
付
け
中

閃
歳
以
上
の
か
た

上
自
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

上
田
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
岡
③
4
1
1
9
)

-
童
謡
・
唱
歌
を
楽
し
む
会

マ
と
き

5
月
初
日
術
午
前
日
時

加
分

i

マ
と
こ
ろ

2
階
中
広
間

マ
参
加
費
資
料
代
と
し
て
閃
円

・
い
き
い
き
健
康
教
室

マ
と
き

5
月
お
日
働
午
前
印
時

別
分

l

マ
と
こ
ろ

2
階
中
広
間

マ
そ
の
他
運
動
の
で
き
る
支
度

で

募集上
田
市
の
環
境
問
題
を

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
せ
ん
か

生
活
環
境
課

(固
⑧
5
1
2
0
)

-
上
田
市
環
境
審
議
会
の
委
員
を

2

名
募
集
し
ま
す

上
田
市
の
環
境
保
全
に
関
し
て
審

議
し
て
い
た
だ
く
上
田
市
環
境
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
満
別
歳
以
上
で
市

内
に
在
住
し
、
環
境
問
題
に
関
心
が

高
い
か
た
マ
任
期

2
年

マ

申

し
込
み
電
話
で
所
定
の
申
込
書
を

請
求
し
、
「
環
境
問
題
に
つ
い
て
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
」
を
テ

l
マ

に
レ
ポ
ー
ト

(
1
0
0
0字
程
度
・

書
式
自
由
)
を
つ
け
て
、

5
月
幻
日

働
ま
で
に
生
活
環
境
課
へ
提
出

-
環
境
基
本
計
画
策
定
委
員
会
の
委

員
を

2
名
募
集
し
ま
す

環
境
施
策
の
長
期
的
な
目
標
を
定

め
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
の
方
向
性
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
環
境
基
本

計
画
」
を
策
定
。
幅
広
く
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
策
定
委
員
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
満
別
歳
以
上
で
市

内
に
在
住
し
、
環
境
問
題
に
関
心
が

高
い
か
た
マ
任
期

2
年

マ

申

し
込
み
電
話
で
所
定
の
申
込
書
を

請
求
し
、
「
応
募
の
動
機
」
を
テ
ー

マ
に
レ
ポ
ー
ト

(
8
0
0字
以
内
・

書
式
自
由
)
を
つ
け
て
、

5
月
幻
日

働
ま
で
に
生
活
環
境
課
へ
提
出

障
害
者
の
か
た
と
い
っ
し
ょ
に

タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

(
岡
⑧
5
5
2
2
)

障
害
者
の
か
た
が
利
用
し
や
す
い

お
庖
を
集
め
た
、
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
の

制
作
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

を
募
集
し
ま
す
。
障
害
者
の
か
た
と

い
っ
し
ょ
に
、
一
件
ず
つ
お
庖
を
ま

わ
っ
て
実
態
を
調
べ
・
集
約
し
て
い

た
だ
く
作
業
で
す
。
申
し
込
み
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

市
街
地
の
活
性
化
を
み
ん
な
の
手
で

市
民
ワ
ー
ク
シ
E

ッ
ブ
ヘ
拳
加

商
工
課
市
街
地
商
業
活
性
化
担
当

(
固
⑫
5
3
9
6
)

に
ぎ
わ
い
あ
る
中
心
市
街
地
の
創

出
を
め
ざ
し
、
「
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
市

民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
「
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
考
え
て
い
く
た
め
に
、
今
後

1
年

間
に
わ
た
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(
作
業
付
き
懇
談
会
)
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

商
工
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

マ
内
容
地
区
別
・
テ

l
マ
別
の

課
題
と
対
策
、
ま
ち
歩
き
、
実
行
計

画
ぉつ
く
り
等
マ
募
集
期
間

5
月

比

日

働

ま

で

マ

募

集

人

員

同

名

以
内河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
に

あ
な
た
も
ご
応
募
を

建
設
省
千
曲
川
工
事
事
務
所
占
用
調
整
課

(固
0
2
6ー

2
2
7
1
7
7
6
8
)

マ
応
募
資
格
満
別
歳
以
上
の
心

身
と
も
に
健
康
な
か
た
で
、
千
曲
川
・

犀
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川

愛
護
に
関
心
を
お
持
ち
の
か
た
マ

業
務
内
容
千
曲
川
・
犀
川
に
関
す

る
意
見
、
モ
ニ
タ
ー
自
身
の
河
川
愛

護
に
関
す
る
活
動
の
報
告
や
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
、
そ
の
他
の

月

1
回
程
度
の
報
告
マ
任
期

7

月

i
平
成
ロ
年

3
月

白

日

マ

募

集

人

員

若

干

名

マ
報

酬

月

額

4

5
8
0円
マ
応
募
締
め
切
り

5

月
白
日
側
マ
応
募
方
法
官
製
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
、
「
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
応
募
用
紙
希
望
」
と
書
き
込

み
、
建
設
省
千
曲
川
工
事
事
務
所
占

用
調
整
課
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募

集
」
係
(
干

3
8
0
1
0
9
0
3長

野
市
鶴
賀
字
峰
村
九
番
地
)
へ
。
折

り
返
し
応
募
用
紙
と
募
集
に
つ
い
て

の
詳
し
い
説
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

11.5.1 [5J 



-・・圃・・・・・・・・[ 各ホール イベント案内 l 

上田市民会館

(主催者の都合により変更する場合があります)

上田市文化会館

時i い 3と望者は間時は 語のて懇談 人マ o 4懇談 る参考 い ・市
正午と 3 』日 た し グ で

き 5の、 30 にだ、ルは

マ5 )へ容内を あら分以行をするとく市政プl 聞ご

とこ月20 
お か内いたとヘ)市民 か意

知秘書課じでまめもの市長が置接と の

せ見

ろ日
せら 訪問時間めす。す。 『、に心関 皆さ

くを

市長室 岡午前9 

だ

だく(固@ 談懇希懇談市長富運営 を ん
さ

さ のと深め(個 い

固⑫1111上田創造館
5/8出i
~I 第27図上小葉術展
14樹

丸子町文化会館

上
関
市
老
人
介
護
購
習
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

上
田
市
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
(
岡
窃
芝
9
8
8
)

マ
目
的
介
護
技
術
の
羽
得
・
ホ
ー

ム
ヘ
ル
。
ハ

l
養
成
研
修

3
級
課
程
の

修
了
証
取
得
マ
と
き

6
月

1
日

ω
i
7月
日
日
閃
(
毎
週
火
・
金
曜

日
、
計
ロ
回
。
実
習
は
後
日
連
絡
)

午
前
日
時
i
午
後

4
時
(
若
干
変
更

あ
り
)
マ
と
こ
ろ
上
田
市
市
民

プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
ほ
か
マ
定
員
(
先

着

)

約

別

名

マ

参

加

資

格

市

内
在
住
も
し
く
は
在
勤
者
で
、
全
過

程
を
受
講
で
き
る
か
た
マ
参
加
費

用

6
7
0
0円
マ
申
し
込
み

参
加
費
用
を
添
え
、

「市
民
プ
ラ
ザ
・

ゅ
う
」
へ
直
接
ど
う
ぞ

(
5月
比
日

働
午
前
9
時
か
ら
受
け
付
け
)
。

お知らせ国
際
規
格

(
I
S
O
シ
リ
ー
ズ
)
の

審
査
登
録
(
認
証
取
得
)
に
補
助
金

商
工
課
(
圃
⑧
5
3
9
5
)

品
質
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
規

格

(
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
)
・
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

国
際
規
格

(
1
4
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
)

を
審
査
登
録
(
認
証
取
得
)
し
た
中

小
企
業
者
へ
の
補
助
金
交
付
制
度
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

マ
対
象
(
す
べ
て
を
満
た
す
か
た
)

①
市
内
の
事
業
所
(
全
業
種
)

②
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
印

人
未
満
③
平
成
日
年

4
月
1
日
以

降
の
審
査
登
録
マ
補
助
額
審
査

登
録
に
要
し
た
費
用
の

2
分
の

1
以

内
で

ω万
円
限
度
マ
申
し
込
み

取
得
予
定
を
含
め
、
お
早
め
に
商
工

課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
(
予
算
の

範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
)
。

図
書
館
が
ま
す
ま
す
便
利
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

上
田
市
立
図
書
館
(
固
⑧
0
8
8
0
)

上
田
市
立
図
書
館
で
は
、

5
月
か

ら
2
階
「
郷
土
の
資
料
室
・
参
考
調

査
室
」
を
、
図
書
館
が
閉
館
す
る
午

後
6
時
加
分
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
時
間
を
延
長
し
ま
し
た

l
金
曜
日
の
み
)
。

マ
開
館
日
時
火
曜
日

i
金
曜
日

午
前

9
時
i
午
後

6
時
初
分
、
土
・

日
曜
日
午
前
9
時
i
午
後

5
時

マ

休
館
日
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合
火

曜
日
)
、
祝
日
、
毎
月
末
日
(
日
曜

日
の
場
合
は
開
館
し
、
火
曜
日
休
館
)
、

年
末
年
始
、
特
別
整
理
期
間
(
約
日

日
間
)

(
火
曜
日

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は

注
意
が
必
要
で
す

農
林
課
(
岡
③
5
1
2
2
)

J
A
信
州
う
え
だ
本
所
営
農
部
(
岡
③
4
0
8
4)

農
薬
は
、
農
薬
安
全
使
用
基
準
お

よ
び
病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
に
基

づ
き
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

-
農
薬
安
全
使
用
基
準
の
遵
守

容
器
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
基

準
お
よ
び
注
意
事
項
を
確
認
し
、
厳

守
す
る
こ
と

0

.
農
薬
使
用
者
の
安
全
確
保

マ
ス
ク
、
手
袋
、
眼
鏡
、
帽
子
、

防
除
衣
等
を
必
ず
着
用
し
、
で
き
る

限
り
農
薬
の
被
爆
か
ら
身
を
守
る
こ

ん」
0

-
農
薬
の
保
管
・
処
分
に
つ
い
て

マ
子
ど
も
や
第
三
者
が
触
れ
た
り
、

持
ち
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
、
保
管
庫
に
は
必
ず
か
ぎ
を

か
け
る
こ
と
。

マ
食
品
と
区
別
し
て
、
冷
涼
、
乾
燥

し
た
場
所
に
保
管
す
る
こ
と
。

[6J 

マ
農
薬
を
他
の
容
器
へ
移
し
替
え
る

こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

マ
散
布
の
残
り
、
有
効
期
限
の
切
れ

た
も
の
、
登
録
の
失
効
し
た
も
の
等

不
要
と
な
っ
た
農
薬
は
、
河
川
、
用

水
な
ど
に
絶
対
に
流
さ
な
い
こ
と
。

処
理
装
置
の
あ
る
施
設
か
、
専
門
の

業
者
に
依
頼
し
て
処
理
す
る
こ
と
。

マ
空
容
器
は
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

に
委
託
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
適
切

に
処
理
す
る
こ
と
。

11.5.1. 

あ
な
た
の
善
意
が

赤
十
字
活
動
を
支
え
て
い
ま
す

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
上
田
市
地
区

(
福
祉
課
内
固
⑫
5
1
3
0
)

日
本
赤
十
字
社
は
、
人
道
・
博
愛

の
精
神
に
基
づ
き
、
世
界

1
7
0
か

国
の
赤
十
字
社
と
手
を
つ
な
ぎ
、
紛

争
や
災
害
等
で
苦
し
ん
で
い
る
人
び

と
を
国
際
的
に
救
護
す
る
と
と
も
に
、

国
内
に
お
い
て
も
災
害
救
護
活
動
を

は
じ
め
、
奉
仕
団
活
動
の
積
極
的
な

展
開
、
救
急
法
・
家
庭
看
護
法
等
の

普
及
、
医
療
事
業
・
血
液
事
業
の
推

進
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
す
べ

て
、
皆
さ
ん
の
善
意
で
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
お
金
だ
け
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。こ

れ
か
ら
、
自
治
会
の
役
員
さ
ん

や
赤
十
字
奉
仕
団
が
、
お
宅
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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ノ

古舟橋マレットゴルフ場誕生/
中之条緑地公園内(古舟橋下流)のマレ ッ

トコ、、ルフ場の愛称が「古舟橋マレットゴ、ル

フ場」に決定しました。 4月28日からオー

プンしていますのでご利用ください。

マ問い合わせ体育課(固23-5105)

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地

域
に
お
い
て
住
民
の
相
談
相
手
と
な

り
、
社
会
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
等

に
関
す
る
情
報
を
住
民
に
提
供
す
る

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
日
年

5
月

1
日
現
在
、
市
で
は

2

0
9名
(
う
ち
主
任
児
童
委
員
日
名
)

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
活
躍
し

て
い
ま
す
。
福
祉
に
関
し
て
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
(
平
成
日
年

2
月

1
日
号
広
報
に
民
生
委
員
児
童
委
員

を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
)
。

お
気
軽
に
ご
栂
談
を
/

『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
』

福
祉
課

(固
⑫
5
1
3
0
)

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

で
は
、

5
月
ロ
日
か
ら

1
週
間
を

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
制
度
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
に
よ
り
社

会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
特
別
職
の

地
方
公
務
員
で
あ
り
、
厚
生
大
臣
か

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
す

電
話
に
よ
る
図
書
購
入
の
勧
誘
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

交
通
対
策
課
(
固
⑫
5
1
2
9
)

運
転
手
も
歩
行
者
も
一
人
ひ
と
り

が
注
意
を
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

マ
期
間

5
月
日
日

ωi同
別
日

側
マ
運
動
の
重
点
事
項
①
子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
②

シ
!
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ

l
ト
の
着
用
推
進
③
交

差
点
の
交
通
事
故
防
止

人
権
同
和
対
策
課
(
固
⑧
5
3
9
3
)

最
近
、
県
外
の
業
者
が
電
話
で
図

書
購
入
の
勧
誘
を
し
て
い
ま
す
。
か

な
り
高
額
な
図
書
で
す
の
で
慎
重
に

対
応
し
、
購
入
す
る
意
思
の
な
い
場

合
は
、
明
確
に
そ
の
こ
と
を
業
者
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

-請求期限 9月30日(木)

圃請求先 福祉課(市役所南庁舎1階・固23-5130)
まだ請求手続きをしていないかたは、お早めに請求を。なお、請求書類

は、市役所福祉課にありますので、お手数でも受け取りに来てください0

・支給対象者

①これまで受給されたかた(継続受給者)

②平成3年4月2日~平成5年4月1日の聞に戦傷病者となったかたの

妻・戦傷病者と婚姻した妻(新規受給者)

※平成5年4月1日以後、戦傷病者が死亡した場合も対象となります。

③昭和61年10月1日~平成5年3月31日の聞に一般のけがや病気で死

亡した戦傷病者の妻(特例給付金移行者)

[戦傷病者とは]

次の要件をすべて満たすかたです。

①昭和6年9月18日以降、戦争により負傷および病気したかた

②恩給法で定める 5款症以上の障害のあるかた

③増加恩給、傷病年金、障害年金等を受給しているかた

[戦傷病者の妻とは]

戦傷病者と婚姻している妻および婚姻していた妻 (内縁の妻も含みま

す〉。なお、国籍喪失、離婚，再婚、遺族以外と養子縁組したかたは、

対象となりません。

戦傷病者の妻の皆さん、

特別給付金の請求はお済みですか?
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ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
3月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)

11.5.1 

• 
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土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
、
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
等
が
受
け
ら
れ
る
『
市
民
力

I
ド』

へ
の
切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
。
マ
問
い
合
わ
せ

市
民
課
(
圃
③
5
3
3
4
)



『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑩
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

E D U G H 

ド
T L A E H 

じ>その他 受付時間、持ち物、注意事項については

ポリオ予防接種[前期] (集団接種)と同様です。

bテレホンガイドうえだ関連情報 圃③8888コー

ド、NO.50 3 

.日本脳炎予防接種目程表

健康推進課団側-

会場 1回目 2田自 対象地区

西 部 公 民 館 西部・塩尻
5月7日

5月17日(月)
上野が丘公民館 (金) 神科(長島・染屋を除

く)

神川地区公民館 5月11日 5月24日(月)神)11

川辺町会館 (刈 5月25日(火)川辺(上田原・川辺町)

中央公民館 5月13日 5月25日(火)東部・南部・中央

城 南 公 民 館 (木) 5月26日(水)城下

川西社会福祉
5月26日(水)川西・泉田

セ ン タ 5月14日
(金)

塩田母子センター 5月24日(月)東塩田・西塩田・別所

川辺町会館 6月17日(木)
川辺(上田原・川辺町

6月7日 を除く)
(月)

塩田母子センター 6月21日(月)中塩:田

中央公民館 6月21日(月)北部
6月8日

上野が丘公民館 (火) 6月17日(木)
神科(長島・染屋)

豊殿

.ポリオ予防接種[前期](集団接種)

平成10年7月1日~平成10年12月31日生まれのお

子さん

平成10年6月30日以前の生まれで未接種のお子さ

ん(ただし、 7歳6か月未満)

-お年寄りの「痴ほう」についての相談会

[>投与方法 6週間以上の間隔をおいて 2回飲みま

す(今回はその 2回目です)。 じ>受付時間 午後 1

時30分'"'-'2時10分じ>持ち物母子健康手帳、予診票

(赤ちゃん手帳の中に入っていますので体温以外は記

入してお持ちくださし¥) じ>注意事項 ①体温は会場

で計り予診票に記入していただきますO ②治療中ま

たは経過をみている病気がある場合には、主治医に前

もって相談し、診断書または意見書をもらってくださ

い(当日接種医が参考にして接種の可否を決めますの

で接種できない場合もあります)。 ③駐車場が狭い

ので対象地区以外での接種はご遠慮ください。[>テ

レホンガイドうえだ関連情報 固⑫8888コード、No.

500) 

圃ポリオ予防接種目程表

与

ご家庭で痴ほう性老人の介護の方法等に悩んでいる

かた、お気軽にご相談くださし ¥0

bとき 5月19日(金)午後1時30分'"'-'4時30分じ>人

数 3名まで じ>相談担当 もの忘れ看護相談室「せ

せらぎ」所長・堀内静子さん [>問い合わせ 中央デ

イサービスセンター(固⑫4126) [>テレホンガ

イドうえだ関連情報固⑫8888コードNO.41 3・

414 

|上田市制施行t:DJ周年記念 | 

自治会自慢
ビデオ作品募集.ノ

会場 2回呂 対象地区

上野が丘公民館
神科(富士見台・染屋・長島

5月27日(木) を除く)

城南公民館 城下

中 央公民館
5月28日(到

北部

川辺町会館 川辺

西 部公民館
5月31日(月)

西部・塩尻

中 央公民館 東部・南部・中央

神川地区公民館 神)11

塩田母子センター
6月1日(火) 中塩田・東塩田・西塩田・月Jj

所

川西社会福祉 川西・泉田(半過・福田・吉

セ ン タ 田)
6月3日(木)

神科(富士見台・染屋・長島)
上野が丘公民館

. 豆盛豆釘n目又凡

.日本脳炎予防接種(集団接種)

[8J 

地域に残る名所・旧跡や伝統芸能およびスポーツ大

会や名物など¥自治会自慢として制作したビデオ作品

を募集します。

じ>応募資格市内在住の個人、団体〈プロは除く〉

じ>応募作品 録画時間20分以内(他のコンクールで

賞を得た作品は除く) t>応募方法 「応募票」に所

定の事項を記入のうえ¥平成12年 1月末日までに事務

局へ持参または郵送してくださ¥，，¥。応募票は、市役所

内記念事業事務局と、豊殿、塩田¥川|西の各支所にあ

ります。 じ〉表彰 2月に審査を行い、上位作品に賞

状と劃賞を、応募者全員に記念品を贈呈します。t>

その他 入賞作品は複製し、保管、活用させていただ

きます。 じ>応募・問い合わせ 市制施行80周年記念

事業事務局〈圃③51 1 2) 

11.5.1 

.対象者

① 
平成8年2月1日~平成8年4月30日生まれ
のお子さん

1期初回
平成8年 1月31日以前の生まれで未接種のお

② 
子さん(ただし、 7歳6か月未満)

平成6年6月1日~平成7年9月30日生まれ
① で第1期初回終了後おおむね12か月経過して

1期追加
いるお子さん

平成6年5月31日以前の生まれで第1期初回
② 終了後追加接種を受けていないお子さん(た

だし、 7歳6か月未満)

.接種方法

1.......4週間の間隔で2回接種

初回の2回目接種後、おおむね12か月後に1回接種


